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第70回　教育研究会　道徳科

生徒がともに平和について考え、議論する道徳授業
－ STEAM教育を取り入れた道徳と総合的な学習の時間とを結び付けた新たな平和学習の提案－
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はじめに

　75 期生（中学３年生）では、昨年９月に京都府

舞鶴市・福井県敦賀市を訪れ、引揚やユダヤ難民、

ポーランド孤児について学ぶ平和学習を行った。本

学習では広島・長崎・沖縄の三県の戦争の悲劇につ

いての学びから一歩離れ、生徒たちが平和を身近に

感じられ、自身の生活に直接的に還元できる学びを

目指した。舞鶴引揚記念館での引揚やシベリア抑留

についての学び、敦賀ムゼウムでのポーランド孤児

や命のビザを携えたユダヤ難民についての学びを通

して、人間の「生命力」「人間愛」「思いやり」「家

族愛」など、生徒一人ひとりが日々の生活の中で向

き合う問いを、改めて考えることができるよう学習

方法を工夫した。本平和学習の成果として、約８割

の生徒が平和に対する考え方が深まったと回答した

ことが挙げられる。具体的に述べると、多くの生徒

たちが辛い中でも楽しみを見つけ、前向きに生きる

ことの大切さや日常の中で小さな幸福を見つける大

切さなど、今後よりよく生きるためのヒントを得た

り、新たな視点から平和を捉えたりするきっかけと

なった。本授業実践は、昨年度の平和学習から約一

年半が経過し、様々な知識や体験を積み重ねてきた

生徒たちが、平和についての学びをさらに深めるこ

とを目指した取組みである。平和についての学び

を深めるねらいをもとに、教材・指導法を工夫し、

Society 5.0 時代を生きる生徒たちが、平和につい

てクラスメイトとともに考え、議論する中で、自ら

の平和を掴むために努力を惜しまず、知恵を出し合

いながら対話を重ねる必要があることに気づかせる

授業を目指した。

Ⅰ．道徳授業の記録

１．指導案作成段階での取組み

　本授業は昨年度の平和学習を道徳教育へと繋げる

学びであるので、導入において昨年度の学びの成果

物（Tenstagramと小論文）を共有し、昨年度の学び

を振り返ることとした。またSTEAM教育を取り入れ

た新たな道徳授業のあり方を模索するために、環境

問題を扱う補助教材を用い、文理融合の実践を試み

ることで、生徒たちが考え議論する授業デザインを

目指した。平和についての考えを深める教材、また

環境問題について探究することができる言語活動を

行うにあたって、読み物教材としては、絵本『世界

でいちばん貧しい大統領のスピーチ』（2014）を用

いることとした。本教材を用いることで、2012 年

にブラジル・リオデジャネイロで開催されたリオ会

議（地球サミット）において、南米ウルグアイのム

ヒカ大統領が述べたスピーチから、生徒たちが平和

や幸せ、豊かさや貧乏、また開発のあり方などにつ

いて考える中で、

①多面的・多角的な視点から平和や幸せについて捉

え、考えを深めること

②平和について自分たちで掴み取っていく必要があ

ること

に気づき、近い将来には、自分が考える平和や幸せ

を掴み取るために行動を起こす人に成長してほしい

という願いを込めた。

　次に、学習指導案作成段階における工夫について

述べたい。指導案作成段階における昨年度の生徒作

品を用いた平和学習の振り返りを行う導入場面で

は、本授業で平和について考える生徒たちが平和を

身近に感じられるとともに、学習の動機づけとなる

ように意識した。また展開場面では、生徒がともに

平和について考え、議論できるように探究活動を設

定した。その際、理科の知識はもちろん、地理的な

知識も必要となる探究テーマについての話し合い活

動であったので、生徒への発問が明確で、考えやす

い具体的な問いを投げかけることを心がけた。そし

て終末では、授業者の講話などは行わず、オープン

エンドで終えることで、生徒たちの平和についての

学びの思考を授業後も深められるように意識した。

授業後には、生徒の授業の感想を学級通信を用いて

共有することで、家庭でも平和について考えを深め

られるように工夫した（本授業の詳細は研究集録

105 頁参照）。以下に指導略案を示す。
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２．授業実践について

　授業では、導入において昨年度の平和学習を振り

返り、平和について探究する動機づけを行った。そ

の後、学習指導案における発問１、２を行い、教材

の理解を確認した。教材内容の理解を行う際には、

「補助発問」を多用することで、生徒たちのより深

い理解へと導くことを心掛けた。図１は、生徒に補

助発問を行っている様子を示したものである。また

各発問を個人で考えた後には、限られた時間でも、

ペアやグループで意見交流する時間を設定すること

を意識した。クラスメイトと意見や考えを共有する

ことを大切に実践を進めることによって、生徒がと

もに平和について考え、議論する道徳授業への足場

掛けとした。

　教材の理解を行った後には、本授業実践の中心的

な活動であるSTEAM教育を取り入れた「ジグゾー活

指導過程 学習活動と主な発問 備考

導入 ・２年生の平和学習での学びを振り返る。
※昨年度の平和学習のまとめ課題

Tenstagramと課題作文を用いる。

展開

・教材の確認

発問１　着飾ることもできるムヒカ大統領。なぜ貧しい

格好で会議に出席したのだろうか。

発問２　ムヒカ大統領のスピーチに詰まっているものは

何だろうか。

発問３　ムヒカ大統領は、「人類に必要なものは、『命を

愛するための投資』である」と述べています。

そしてムヒカ大統領は、以下の５つを例として

挙げています。そのうちの一つを実現するため

に（与えられたテーマ）、今、世界に必要なこと

は何ですか。また、なぜそう考えますか。

※教材は授業前日の終礼で範読。

追究発問①

ムヒカ大統領は、何を大切と考えて

いるのだろうか。

追究発問②

ムヒカ大統領は、どのように他の大

統領と違っているのだろうか。

☆国際的な視点に立ち、「世界は一

つである」ということを前提に思

考させるように導く。

終末
・生徒の発表 ※ジグゾー活動で話し合った内容の

報告を行う。

＜ムヒカ大統領の考え＞

人類に必要なものは、「命を愛するための投資」である。だからこそ、

　（Ⅰ）サハラ砂漠の真ん中に大量の塩水が必要で、気候変動の対策として、塩水を蒸発させ

　　　 る。

　（Ⅱ）シベリア北部の氷で、アジアの乾燥地帯に飲み水を引く。

　（Ⅲ）アラスカの氷でロッキーのふもとに川を作り、メキシコ北部まで流す。

　（Ⅳ）パタゴニアを人が住めるようにする。

　（Ⅴ）アタカマ砂漠に木を植えて、世界一乾いた砂漠の気候を変える。

図１　教材内容について考える生徒の様子
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どこ？」などの声が多く聞かれたり、咄嗟にクロー

ムブックを使って調べ始める生徒たちも多くいた。

しかしながら、ジグゾー活動は 30 分程度の活動で

あったので、このような自分の知らないことを「知

りたい」という生徒たちの学びに向かう力を大切に

しながら、授業を進めることは難しい状況にあった

ことが大きな反省である。そしてまた、ジグゾー活

動による学びの成果を終末で発表する場面では、授

業者が指名した四班のみの発表となってしまった

が、２時間設定にすることにより全班発表が可能と

なり、生徒たちにとってより深い学びに繋がるので

はないかと考える。

　次に、二つ目の「座席移動の際の支援が必要な生

徒への対応」についてである。本時に行ったジグ

ゾー活動のような複雑な座席移動を伴う活動を行う

場合、すべきことを理解できていない生徒やクラス

メイトの顔を覚えるのが苦手な生徒が移動先を見つ

けられずに困っていた場面が見受けられた。その

際、周りからの早い段階での声掛けなどが円滑に活

動を行うために必要であるので、日頃からの集団づ

くりに取組む必要があることを再認識した。以上の

ことから、見通しを持った授業計画、また上手く移

動できない生徒への支援については課題が残る結果

となった。

Ⅱ．研究協議の記録

　研究協議では、指導助言に国際移住機関（IMO）

の清谷典子氏をお招きした。清谷氏はこれまで国連

の関連機関に所属し、人身取引被害者の支援や定住

外国人の就学支援などをめぐる平和活動に携わり、

社会（世界）のリアルな現状について知っている実

務家である。そのため、平和学習を今後、教育現場

で行っていくにあたり、より社会（世界）の現状に

即した平和学習を行うための様々な知見を得られた

機会となった。また司会は、道徳を長く研究されて

いる兵庫教育大附属中学校教諭の和田雅博先生に担

当して頂くことで、平和学習と道徳教育、また道徳

教育とSTEAM教育の融合の有効性についてともに検

討した上で、新たな学習活動の提案を目指した。研

究協議は、

①授業者よる授業実践の振り返り

②指導助言の清谷氏の講話

③参観者からの質疑応答

という流れで進めた。以下に、詳細を示す。

１．授業者の振り返り

（１）授業実践に至るまでの取組みについて

　指導案作成段階においては、昨年度の平和学習で

の学びと本授業とを結びつけながら、生徒が平和に

ついてともに考え、学び合える授業を目指して、主

に導入と展開において工夫を行った。導入段階では、

昨年度の平和学習の課題であった「私にとっての平

和って？」をテーマとした小論文と自分が考える平

和を写真におさめたTenstagramを用いて、平和学習

を振り返ることが出来るように工夫した。また展開

では、ジグソーの手法を用い、平和について生徒が

ともに考え議論する実践の手立てとした。ジグゾー

活動では、生徒たちが考えを深めることができるよ

うにマッピングで意見集約を行った。マッピングの

作成では、生徒の思考活動がどの場面で行われたの

かを見取るために、活動回数に応じてペンの色を変

える工夫を行った。具体的に述べると、四回の移動

を行った本授業では、１回目の話し合い活動の記録

をピンク色、２回目を水色、３回目を黄緑色、４回

目を紫色、１回目の班に戻る５回目をオレンジ色で

書くように指示した。さらに５回目の移動では、発

表準備を行うために、大切なキーワードに赤色で線

を引くよう伝えた。このようなペンの色を変えると

いう工夫によって、生徒たちが回を追うごとに平和

について多面的・多角的な視点から捉えている様子

が分かった。以下に、生徒のマッピングを示す。
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図４　ジグゾー活動で各班が作成したマッピング
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２．授業実践後の改善点について 

授業は概ね計画通りに進めることができたが、ジグゾー活動のまとめを発表する時間がもう少し必要であ

ったと感じている。そのため、見通しを持った授業計画を行うことが大切であることを実感した。また生徒

たちが目的意識を持って学ぶためには、ジグゾー活動の際の各班での役割決めや探究テーマの自己決定など

を行う必要があると考えた。さらに複雑な座席の移動が伴うジグゾー活動においては、移動に戸惑う生徒に

対して、クラスメイトからの声掛けもジグゾー活動を円滑に進めるために大切であると考えた。 

 

（２）指導助言について 

１．指導助言者と司会者からの授業の感想について 

 今、教育現場で行われている道徳授業では、生徒たちが道徳的価値についてともに考え、議論しながら多面

的・多角的な視点から価値理解を深めていくことが大切にされている。このような学習形態は本授業実践の研

究の柱でもある「生徒がともに平和について考え、議論する道徳授業」とも共通するものであった。本授業実

践は、道徳と理科という文理融合の STEAM教育の実践を試みる点が新たな道徳授業としての提案であった。学

習指導案の「発問３」、ムヒカ大統領の考える「命を愛するための投資」についての探究テーマでは、理系の

設問が多い一方で、人と人のつながりや愛など、まさに文理融合で探究活動が行われており、どの問いも生徒

たちが考える必然性がそこに存在していた。また地理や政治の知識などを生徒たちが積極的に活用している

様子も印象的であった。以上のことから、本授業における道徳教育と STEAM教育の融合とその有効性は、教材

開発面においても、指導法においても、生徒たちの授業への主体的・対話的な取組みから実証できた。本時の
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（２）授業実践後の改善点について

　授業は概ね計画通りに進めることができたが、ジ

グゾー活動のまとめを発表する時間がもう少し必要

であったと感じている。そのため、見通しを持った

授業計画を行うことが大切であることを実感した。

また生徒たちが目的意識を持って学ぶためには、ジ

グゾー活動の際の各班での役割決めや探究テーマの

自己決定などを行う必要があると考えた。さらに複

雑な座席の移動を伴うジグゾー活動においては、移

動に戸惑う生徒に対して、クラスメイトからの声掛

けもジグゾー活動を円滑に進めるために大切である

ので、普段からの集団づくりにも気を配っていきた

い。

２．指導助言について

（１）指導助言者と司会者からの感想について

　今、教育現場で行われている道徳授業では、生徒

たちが道徳的価値についてともに考え、議論しなが

ら多面的・多角的な視点から価値理解を深めていく

ことが大切にされている。このような学習形態は本

授業実践の研究の柱でもある「生徒がともに平和に

ついて考え、議論する道徳授業」とも共通するもの

であった。本授業実践は、道徳と理科という文理融

合のSTEAM教育の実践を試みる点が新たな道徳授業

としての提案であった。学習指導案の「発問３」、

ムヒカ大統領の考える「命を愛するための投資」に

ついての探究テーマでは、理系の設問が多い一方

で、人と人のつながりや愛など、まさに文理融合で

探究活動が行われており、どの問いも生徒たちが考

える必然性がそこに存在していた。また地理や政治

の知識などを生徒たちが積極的に活用している様子

も印象的であった。以上のことから、本授業におけ

る道徳教育とSTEAM教育の融合とその有効性は、教

材開発面においても、指導法においても、生徒たち

の授業への主体的・対話的な取組みから実証できた。

　本時の道徳は、「ねらい」「教材」「指導法」と、

３拍子揃っているものが実践できていた。「指導法」

について具体的に述べると、ジグゾー活動では、議

論を円滑に行わせるために、グループの中に一人残

るファシリテーターを置いたのが良かった。また授

業の展開における発問１で、「ムヒカ大統領は、な

ぜ平服でスピーチしたのか」という問いに対して、

ある生徒は「自分が目立つ」と答えた際に、授業者

が「なぜ？」と補助発問をすることで、「自分の生

活で不自由はないから」と、生徒が自分がこれまで

考えてこなかったことを掘り起こすきっかけになっ

た。このような生徒がこれまで考えてこなかったこ

とを掘り出していくことが、道徳授業の成功へと繋

がっていくと考える。最後に「ねらい」「教材」に

ついては、昨年度の総合的な学習の時間で行った平

和学習をさらに深めようと、自主教材で「平和」を

テーマに道徳を実践したことが価値あることであ

る。本授業の生徒の学びの姿勢や成果からも本実践

は、「総合的な学習の時間」「道徳」「STEAM」とを絡

み合わせた新たな道徳教育の実践の提案と言える。

（２）これからの平和学習について

　清谷氏の講話では、所属機関である国際移住機関

（IMO）の概要について説明して頂いた後に、これま

で携わってこられた移民問題、特に日本の定住外国

人と子どもの就学支援についての課題を共有して頂

いた。課題の共有とともに、これからの学校教育で

求められる平和学習について具体的な教材と発問を

提示して頂くことで、今後、教育現場で平和学習を

行う際の新たな知見について考えを深めることが出

来た。移住映画で学ぶ多文化共生など、多国籍の生

徒たちが増えていく中で考えていかなければならい

「共生」という視点から、平和学習を捉える貴重な

機会となった。

おわりに

　本授業実践における目標は、

①昨年度実施した平和学習と道徳とを繋ぎ合わせ、

約一年半にわたる平和学習を完結させること

②道徳にSTEAM教育を取り入れること

であった。①②ともに新たな試みではあったが、授

業での生徒の様子や授業のワークシート、また授業

後の感想から、生徒たちは平和についての見方・考

え方をより深める実践となったと考える（資料③参

照）。

　以上のことから、本実践は新たな平和学習の提案

として、また道徳にSTEAM教育を取り入れた先進的

な教材開発とその実践になったと考える。今後、教

育現場において、道徳を平和学習と結び付けた取

組みや、道徳にSTEAM教育を取り入れた授業実践を

行って行くためには、その教材開発と教材の有効性

の検証が必要である。そのため、本校のような教育

研究校が世界の現状と生徒の実態に応じた様々な道

徳の教材開発とその実践を積み重ねながら、その成

果の情報発信に努めることが大切であると考える。
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発問２ムヒカ大統領のスピーチに詰まっているものは何だろ

うか。 

 

 ・貧しい国（他国）について考える気持ち 

 ・貧しい国（他国）へのやさしさや思いやり 

 ・世界の平和について貧しい国の立場に立って考える心を

持つことの大切さ 

 ・欲深さと本当の発展、平和について考える姿勢 

 ・一部の人や国だけではなく、「世界」「すべての人」を幸せ

にしたいという想いと使命感 

 ・大統領としての本当にあるべき姿 

 ・世界が間違った方向に進んでいるという危機迫った警告 

 ・地球市民として、未来を変えたいという想い 

 ・問題の本質を見極め、解決に向けて挑戦し歩むことの必要

性。 

・平和は個々の努力により実現するという事実 

 

 

発問３ムヒカ大統領は、「人類に必要なものは、『命を愛するた

めの投資』である」と述べています。そしてムヒカ大統領は、

以下の５つを例として挙げています。そのうちの一つを実現

するために（与えられたテーマ）、今、世界に必要なことは何

ですか。また、なぜそう考えますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

である」ということを前提に思考さ

せるように導く。 

 

追究発問③ 

どんな思いやりややさしさだろう

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追究発問④ 

ムヒカ大統領は、「人類に必要なもの

は、『命を愛するための投資』である」

と述べ、５つの具体例を挙げたが、こ

の「命」とは、誰の命なのだろうか。

またなぜそう考えるか。 

※自然、地球、人、未来など様々な反

応を想定できる。 

 

班活動（４人×９班）を行う。班ごと

に考えた後は、ジグゾー活動を行い、

班での取組みを意見交流し、生徒一

人ひとりが新たな見方・考え方に気

づき、思考を深める機会としたい。テ

ーマは、授業者側で指定する。 

 

※個々人の欲深さなのか、人類のた

めに出来ることなのかという２つの

視点があることに注意する。 

※生徒たちが考えたプロセスを大切

にすることを心がけたい。 

 

ムヒカ大統領のメッセージ「無

限の消費と発展を求める社会

は、人々を、地球を疲弊させる。

発展は幸福のためになされなけ

ればならない」を意識させたい。

＜班活動の進め方＞ 

（Ⅰ）４人班になる。（テーマの提示） 

（Ⅱ）各テーマについて、個人で考える。（１分） 

   自分の考えをワークシートに記入する。 

（Ⅲ）班で意見交流（５分間） 

※班に１枚模造紙を配布し、模造紙にマジックで自由に

考えや意見を書き込む。 

（Ⅳ）５分後、ジグゾー活動を開始する。 

   ※各班で予め指定された司会・進行は残る。 

   ※３分×４回実施。 

   ※４回目はもとの班に戻り、再度、自分の 

    班の意見をまとめる。 

（Ⅴ）全体交流 

発問２での生徒たちの考えが、人

類の平和や発展に繋がる一番大

切な本質であることを押える。自

身の欲深さや豊かさ、自国の発展

のみを追究していては、世界の平

和は掴めない。 

＜ムヒカ大統領の考え＞ 

人類に必要なものは、「命を愛するための投資」である。

だからこそ、 

（Ⅰ）サハラ砂漠の真ん中に大量の塩水が必要で、気候変

動の対策として、塩水を蒸発させる。 

（Ⅱ）シベリア北部の氷で、アジアの乾燥地帯に飲み水を

引く。 

（Ⅲ）アラスカの氷でロッキーのふもとに川を作り、メキ

シコ北部まで流す。 

（Ⅳ）パタゴニアを人が住めるようにする。 

（Ⅴ）アタカマ砂漠に木を植えて、世界一乾いた砂漠の気

候を変える。 

＜予想される生徒の考え＞ 

（Ⅰ）サハラ砂漠の真ん中に大量の塩水が必要で、気候変動の

対策として、塩水を蒸発させる。 

 

  ・知識  ・技術  ・資金  ・マンパワー 

  ・環境問題に小さなことから取組む私たち一人 

   ひとりの協力（例．電気をこまめに消す、水を大切にす

る、など） 

終末 

（２分） 
授業者の講話 

 

時間がない場合は、講話は省く。 

感想書きは、控室に戻って行う。（５

分程度） 

 

９．評価の視点 

 ①平和や発展について、多面的・多角的な側面から捉えることができたか。 

②平和や幸せを自分たちで掴んでいく必要がある事実に気づくことができたか。 

 ③昨年度の学びと比較したとき、自らの平和についての学びを深めることができたか。 
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     ※色付けした人は、ジグゾー活動の際に移動せず、司会・進行をする。 
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—人類に必要なのは、「命を愛するための投資」— 
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【大統領としてあるべき姿】 

・欲深さと本当の発展、平和について問う姿

勢 

・一部の人や国だけではなく、「世界」「す 

べての人」を幸せにしたいという想い 

と使命感 

・世界の平和について貧しい国の立場に立

って考える心を持つことの大切さ 

・地球市民として、未来を変えたいという想

い 

・貧しい国（他国）へのやさしさや思いやり

【人としてあるべき姿】 

 

 

【世界の現実】 

 

・世界には貧しい国があること 

・世界が間違った方向に進ん 

でいるという危機迫った警告 

【未来のために出来ること】 

 

・平和は個の努力により実現す

るという事実 

・問題の本質を見極め、解決に 

向けて挑戦し歩む必要性。 

  自分事として考えること、知識、技術、資金、協力、マンパワー 

 

特別の教科 道徳 学習指導案 

授業者：３年 D 組担任 田中 真理子 

 

１．日時    令和５年 11 月 11 日（土） 授業Ⅰ 【９時２５分～１０時１５分】 

 

２．学年・組  第３学年 D 組（計３６名） 

 

３．場所    ２年 A 組教室（北館３階） 

 

４．主題名 「私にとっての平和って？」【C－１８ 国際理解と国際貢献】 

 

５．教材名 「世界でいちばん貧しい大統領のスピーチ」くさばよしみ編集、汐文社、2014 

      「もし 800 億ドル持っていたら？ムヒカ大統領の答えは…映画『世界でいちばん貧しい大統領 愛と闘争

の男、ホセ・ムヒカ』本編映像」、YouTube 

 

６．主題設定の理由 

（１）ねらいとする価値について 

Society1.0 の狩猟時代から情報社会である Society 4.0 時代の現在に至るまでの時代の流れの中で、私たちの生活

は大きな変化を遂げてきた。そして、もうすぐそばに迫り来る Society 5.0 時代では、AI やロボット、ドローンなど

の高度な科学技術と私たちとの生活を融合させながら、より豊かな未来を自らの力で掴み取っていくことが求められて

いる。一方、Society1.0 時代からずっと変わらないものは何だろうか。自分が、家族が、所属コミュニティーがとも

に支え合って生きること、そして日々の生活の中で、自分の「平和」を築いていくことは、今までも、そしてこれから

も変わることはないであろう。 

世界に目を向けよう。世界には、私たちが解決していかなければならない戦争や紛争、飢餓や医療問題、性による不

平等など、地球規模の諸課題が山積みである。そんな問題に、科学技術を駆使しながら、他者と対話を深め、世界の平

和と人類の発展に寄与する子どもたちを育てるために必要なことは何だろうか。それは子どもたち一人ひとりが、世界

の真実を追究するために、 

（Ⅰ）社会システムの構造についての知識を得、その理解を深めること 

（Ⅱ）国際的視野に立ち、平和や発展について自分事として考えること 

（Ⅲ）自分の平和や発展についての考えを、他者と共有し、多様な見方・考え方を働かせながら、自身の考えを問い続

け、深化（新化）させていけること 

という３つの段階的な学びではないかと考えた。自分だけの平和や発展だけを追究し続けるのではなく、社会的・政治

的弱者も含む、他の立場から見て、公平・公正な視点から物事を考える力、他者の意見を受容し、柔軟に自分の考えを

深めていく力を育むことは、多面的・多角的な視点から世界の平和と人類の発展を捉えるためには欠かせないものであ

る。 

私たちの生活（衣食住）が、諸外国によって支えられていることは周知の事実となるとともに、YouTube や TikTok

などを通して、互いの国の伝統や文化、最新の流行などを発信し合いながら、違いを受容し、楽しむ関係性となってい

る側面が見られる。このようなグローバルな相互関係の中で生きる私たちにとって、自分だけ「平和」であればよい、

自国だけ「発展」できればよいという欲深さを捨て、世界の平和と人類の発展について、国際的視野に立って考える必

要がある。そのために、平和・発展についての一面的な見方から脱却し、世界の現実を知った上で、生徒一人ひとりが

多面的・多角的な側面から、平和と発展を捉え、それらを自分たちで掴み取っていく姿勢を育みたい。「平和」「発展」

という馴染み深いが、普段あまり考えないことを、自分事として捉え、各教科学習を含むこれまでの様々な学びや体験

とつなぎ合わせながら思考し、持続可能な世界の平和の実現に向けて行動に移す力を持った生徒、平和な未来を自分の

力で掴み取り、切り拓く強さを持った生徒を育てたい。 

 

（２）生徒の実態について 

７５期生（現在の中学３年生）は、昨年９月に京都府舞鶴市、福井県敦賀市で、引揚やユダヤ難民について学ぶ平和
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学習を行った。本授業では、その後、約１年間、様々な知識や体験を積み重ねてきた生徒たちの平和についての学びを

深めることを目指したい。昨年度の学びの成果としては、 

（Ⅰ）知識と体験の相互作用から、主体的・対話的で深い学びを達成することができたこと（Ⅱ）「平和とは何か」と

いう問いに対して、自分なりの答えを持つことができたこと 

が挙げられる。一方、平和は自分たちで掴み取っていくものである、という視点にまで学びを深めることが出来

なかった課題がある。そこで本授業では、昨年度の平和学習での学びを振り返ることを導入に、平和学習での学

びと本授業の学びを生徒たちがつなぎ合わせ、平和についての学びを深めてくれることを期待する。また、総合

的な学習と道徳とを繋ぎ合わせた平和学習のまとめとして、昨年度の成果物であった Tenstagram を再度、作

成させる（資料①➁参照）。昨年度の課題設定は、非日常（舞鶴・敦賀）で考えた平和を写真に撮り、その写真に

詰まった想いを数文でキャッチーに書くこととしたが、本授業の設定は、日常の中で考える平和とし、昨年度の

ものとの学びの成果を体得させる。 

 

（３）教材について 

「無限の消費と発展を求める社会は、人々を、地球を疲弊させる。発展は幸福のためになされなければならない」。

この言葉は、2012 年、ブラジルのリオデジャネイロで開催されたリオ会議(地球サミット)で、南米ウルグアイのムヒ

カ大統領が述べたスピーチの一節である。自分たち地球市民が目指す発展の方向性を問い直す必要性を説くムヒカ大統

領の使命感と貢献心は偉大なものである。また、質素な背広にネクタイなしのシャツ姿でリオ会議に出席したムヒカ大

統領の姿、給料の大半を貧しい人のために寄付し、町から離れた農場に夫婦で暮らし、花や野菜を育て、古びた愛車を

自分で運転して仕事に向かったりするムヒカ大統領の生き方からは、決してブレることのない信念の強さを感じるとと

もに、自分の欲深さを捨て、世界の平和のためにすべきことは何なのかを私たちに問いかける。 

本当の貧しさとは何か。本当の豊かさとは何か。人は豊かになればなるほど、欲深くなっていないか。本当の幸せと

は何なのか。平和とは…。このような生涯普遍的な問いを考え、深めることによって、地球市民の一人としての自分に

気づき、多面的・多角的な視点から平和について、幸せについて、持続可能な発展のために、自分にできることについ

て、改めて自分自身に問い、考えを深める機会としたい。また、附属天王寺型 STEAM 教育を取り入れるにあたり、

本授業では、導入において、①昨年度の成果物“Tenstagram”と課題作文を用いて、平和学習の振り返りを行うこと、

②「発問３」で具体的な環境問題を取り入れることによって、道徳と理科という文理融合の授業となるよう工夫した。

「発問３」では、地理分野や理科分野が得意な生徒が、自身の知識を存分に発揮し、思考を深め、仲間と知識や意見を

共有する中で、より精選された考えや、創造的な意見が導き出されることを期待したい。 

 

７．ねらい 

 ムヒカ大統領のスピーチから、生徒一人ひとりが平和と発展について、自分自身で定義づけた上で、世界の平和と人

類の発展のために、今できることと将来できることについて考える態度を育む。 

 

８．本時の展開 

指導過程 学習活動と主な発問 備考 

導入 

（３分） 
・２年生の平和学習での学びを振り返る。 ※まとめ課題であった Tenstagram

と課題作文を用いる。 

展開 

（45 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教材の確認 

 

発問１着飾ることもできるムヒカ大統領。なぜ貧し 

い格好で会議に出席したのだろうか。 

 ・身なりなんてどうでもいいから。 

 ・会議出席の目的は、自分のスピーチ（想い）を伝えること

だから。 

 ・自分は、他の大統領とは違うことをアピールしたかったか

ら。 

 ・自分のプライド。 

 

※教材は予め読んでくる。 
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ムヒカ大統領は、何を大切と考えて
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に他の大統領と違っている 

のだろうか。 
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「無限の消費と発展を求める社会は、人々を、地球を疲弊させる。発展は幸福のためになされなければならない」。

この言葉は、2012 年、ブラジルのリオデジャネイロで開催されたリオ会議(地球サミット)で、南米ウルグアイのムヒ

カ大統領が述べたスピーチの一節である。自分たち地球市民が目指す発展の方向性を問い直す必要性を説くムヒカ大統

領の使命感と貢献心は偉大なものである。また、質素な背広にネクタイなしのシャツ姿でリオ会議に出席したムヒカ大

統領の姿、給料の大半を貧しい人のために寄付し、町から離れた農場に夫婦で暮らし、花や野菜を育て、古びた愛車を

自分で運転して仕事に向かったりするムヒカ大統領の生き方からは、決してブレることのない信念の強さを感じるとと

もに、自分の欲深さを捨て、世界の平和のためにすべきことは何なのかを私たちに問いかける。 

本当の貧しさとは何か。本当の豊かさとは何か。人は豊かになればなるほど、欲深くなっていないか。本当の幸せと

は何なのか。平和とは…。このような生涯普遍的な問いを考え、深めることによって、地球市民の一人としての自分に

気づき、多面的・多角的な視点から平和について、幸せについて、持続可能な発展のために、自分にできることについ

て、改めて自分自身に問い、考えを深める機会としたい。また、附属天王寺型 STEAM 教育を取り入れるにあたり、

本授業では、導入において、①昨年度の成果物“Tenstagram”と課題作文を用いて、平和学習の振り返りを行うこと、

②「発問３」で具体的な環境問題を取り入れることによって、道徳と理科という文理融合の授業となるよう工夫した。

「発問３」では、地理分野や理科分野が得意な生徒が、自身の知識を存分に発揮し、思考を深め、仲間と知識や意見を

共有する中で、より精選された考えや、創造的な意見が導き出されることを期待したい。 

 

７．ねらい 

 ムヒカ大統領のスピーチから、生徒一人ひとりが平和と発展について、自分自身で定義づけた上で、世界の平和と人

類の発展のために、今できることと将来できることについて考える態度を育む。 

 

８．本時の展開 

指導過程 学習活動と主な発問 備考 

導入 

（３分） 
・２年生の平和学習での学びを振り返る。 ※まとめ課題であった Tenstagram

と課題作文を用いる。 

展開 

（45 分） 
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い格好で会議に出席したのだろうか。 

 ・身なりなんてどうでもいいから。 
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だから。 
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カ大統領が述べたスピーチの一節である。自分たち地球市民が目指す発展の方向性を問い直す必要性を説くムヒカ大統

領の使命感と貢献心は偉大なものである。また、質素な背広にネクタイなしのシャツ姿でリオ会議に出席したムヒカ大

統領の姿、給料の大半を貧しい人のために寄付し、町から離れた農場に夫婦で暮らし、花や野菜を育て、古びた愛車を

自分で運転して仕事に向かったりするムヒカ大統領の生き方からは、決してブレることのない信念の強さを感じるとと

もに、自分の欲深さを捨て、世界の平和のためにすべきことは何なのかを私たちに問いかける。 

本当の貧しさとは何か。本当の豊かさとは何か。人は豊かになればなるほど、欲深くなっていないか。本当の幸せと

は何なのか。平和とは…。このような生涯普遍的な問いを考え、深めることによって、地球市民の一人としての自分に

気づき、多面的・多角的な視点から平和について、幸せについて、持続可能な発展のために、自分にできることについ

て、改めて自分自身に問い、考えを深める機会としたい。また、附属天王寺型 STEAM 教育を取り入れるにあたり、

本授業では、導入において、①昨年度の成果物“Tenstagram”と課題作文を用いて、平和学習の振り返りを行うこと、

②「発問３」で具体的な環境問題を取り入れることによって、道徳と理科という文理融合の授業となるよう工夫した。

「発問３」では、地理分野や理科分野が得意な生徒が、自身の知識を存分に発揮し、思考を深め、仲間と知識や意見を

共有する中で、より精選された考えや、創造的な意見が導き出されることを期待したい。 

 

７．ねらい 

 ムヒカ大統領のスピーチから、生徒一人ひとりが平和と発展について、自分自身で定義づけた上で、世界の平和と人

類の発展のために、今できることと将来できることについて考える態度を育む。 

 

８．本時の展開 

指導過程 学習活動と主な発問 備考 

導入 

（３分） 
・２年生の平和学習での学びを振り返る。 ※まとめ課題であった Tenstagram

と課題作文を用いる。 

展開 

（45 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教材の確認 

 

発問１着飾ることもできるムヒカ大統領。なぜ貧し 

い格好で会議に出席したのだろうか。 

 ・身なりなんてどうでもいいから。 

 ・会議出席の目的は、自分のスピーチ（想い）を伝えること

だから。 

 ・自分は、他の大統領とは違うことをアピールしたかったか

ら。 

 ・自分のプライド。 

 

※教材は予め読んでくる。 
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ムヒカ大統領は、何を大切と考えて

いるのだろうか。 
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ムヒカ大統領は、どのよう 

に他の大統領と違っている 

のだろうか。 

☆国際的な視点に立ち、「世界は一つ

学習を行った。本授業では、その後、約１年間、様々な知識や体験を積み重ねてきた生徒たちの平和についての学びを

深めることを目指したい。昨年度の学びの成果としては、 

（Ⅰ）知識と体験の相互作用から、主体的・対話的で深い学びを達成することができたこと（Ⅱ）「平和とは何か」と

いう問いに対して、自分なりの答えを持つことができたこと 

が挙げられる。一方、平和は自分たちで掴み取っていくものである、という視点にまで学びを深めることが出来

なかった課題がある。そこで本授業では、昨年度の平和学習での学びを振り返ることを導入に、平和学習での学

びと本授業の学びを生徒たちがつなぎ合わせ、平和についての学びを深めてくれることを期待する。また、総合

的な学習と道徳とを繋ぎ合わせた平和学習のまとめとして、昨年度の成果物であった Tenstagram を再度、作

成させる（資料①➁参照）。昨年度の課題設定は、非日常（舞鶴・敦賀）で考えた平和を写真に撮り、その写真に

詰まった想いを数文でキャッチーに書くこととしたが、本授業の設定は、日常の中で考える平和とし、昨年度の

ものとの学びの成果を体得させる。 
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て、改めて自分自身に問い、考えを深める機会としたい。また、附属天王寺型 STEAM 教育を取り入れるにあたり、
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発問２ムヒカ大統領のスピーチに詰まっているものは何だろ

うか。 

 

 ・貧しい国（他国）について考える気持ち 

 ・貧しい国（他国）へのやさしさや思いやり 

 ・世界の平和について貧しい国の立場に立って考える心を

持つことの大切さ 

 ・欲深さと本当の発展、平和について考える姿勢 

 ・一部の人や国だけではなく、「世界」「すべての人」を幸せ

にしたいという想いと使命感 

 ・大統領としての本当にあるべき姿 

 ・世界が間違った方向に進んでいるという危機迫った警告 

 ・地球市民として、未来を変えたいという想い 

 ・問題の本質を見極め、解決に向けて挑戦し歩むことの必要

性。 

・平和は個々の努力により実現するという事実 

 

 

発問３ムヒカ大統領は、「人類に必要なものは、『命を愛するた

めの投資』である」と述べています。そしてムヒカ大統領は、

以下の５つを例として挙げています。そのうちの一つを実現

するために（与えられたテーマ）、今、世界に必要なことは何

ですか。また、なぜそう考えますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

である」ということを前提に思考さ

せるように導く。 
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どんな思いやりややさしさだろう

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追究発問④ 

ムヒカ大統領は、「人類に必要なもの

は、『命を愛するための投資』である」

と述べ、５つの具体例を挙げたが、こ

の「命」とは、誰の命なのだろうか。

またなぜそう考えるか。 

※自然、地球、人、未来など様々な反

応を想定できる。 

 

班活動（４人×９班）を行う。班ごと

に考えた後は、ジグゾー活動を行い、

班での取組みを意見交流し、生徒一

人ひとりが新たな見方・考え方に気

づき、思考を深める機会としたい。テ

ーマは、授業者側で指定する。 

 

※個々人の欲深さなのか、人類のた

めに出来ることなのかという２つの

視点があることに注意する。 

※生徒たちが考えたプロセスを大切

にすることを心がけたい。 

 

ムヒカ大統領のメッセージ「無

限の消費と発展を求める社会

は、人々を、地球を疲弊させる。

発展は幸福のためになされなけ

ればならない」を意識させたい。

＜班活動の進め方＞ 

（Ⅰ）４人班になる。（テーマの提示） 

（Ⅱ）各テーマについて、個人で考える。（１分） 

   自分の考えをワークシートに記入する。 

（Ⅲ）班で意見交流（５分間） 

※班に１枚模造紙を配布し、模造紙にマジックで自由に

考えや意見を書き込む。 

（Ⅳ）５分後、ジグゾー活動を開始する。 

   ※各班で予め指定された司会・進行は残る。 

   ※３分×４回実施。 

   ※４回目はもとの班に戻り、再度、自分の 

    班の意見をまとめる。 

（Ⅴ）全体交流 

発問２での生徒たちの考えが、人

類の平和や発展に繋がる一番大

切な本質であることを押える。自

身の欲深さや豊かさ、自国の発展

のみを追究していては、世界の平

和は掴めない。 

＜ムヒカ大統領の考え＞ 

人類に必要なものは、「命を愛するための投資」である。

だからこそ、 

（Ⅰ）サハラ砂漠の真ん中に大量の塩水が必要で、気候変

動の対策として、塩水を蒸発させる。 

（Ⅱ）シベリア北部の氷で、アジアの乾燥地帯に飲み水を

引く。 

（Ⅲ）アラスカの氷でロッキーのふもとに川を作り、メキ

シコ北部まで流す。 

（Ⅳ）パタゴニアを人が住めるようにする。 

（Ⅴ）アタカマ砂漠に木を植えて、世界一乾いた砂漠の気

候を変える。 
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【資料①　ワークシート】

【資料③　生徒の授業後の感想】

【資料②　感想用紙】
【資料①「ワークシート」】 

道徳「世界でいちばん貧しい大統領のスピーチ」 
 

（  ）組（  ）番  名前（           ） 

     

＜自分の考え＞                      ＜みんなの考え＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料②「感想用紙」】 

道徳「世界でいちばん貧しい大統領のスピーチ」 
 

（  ）組（  ）番  名前（           ） 

 

〇授業を通して、考えたことや感想を書きましょう。 
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【参考資料  研究協議について】

Ａ先生

　ジグゾーで話している様子を聞いていると、女子

は心理的面を語り、男子は現実的（お金、見返り）

なことを語っていることが印象的だった。

授業者

　ジグゾーで多面的・多角的に考えることや人の意

見から、新たな気づきを生徒がもつことができれば

いいと考え、ジグゾー活動を取り入れた。また事前

に生徒に考え議論するテーマを示すことで、生徒そ

れぞれが興味を持ったテーマのところに移動するの

ではないかと考え、活動前に伝える情報を工夫し

た。

Ｂ先生

　ステップを見ながら生徒を導いていく授業だっ

た。生徒は「地球市民としてどう考えたらいいか」

「私たち日本のことにどう落としこんだらよいか」

と自分事にできていたと思う。また、清谷先生のお

話から教育と移民のことを、どう考えていけばよい

のかという学びがあった。

授業者

　道徳の専門の先生や大学教員ではなく、清谷先生

にきてもらったのは、世界や日本のリアルな現実を

知る実務家が学校の平和教育に何を求めているの

か、また世界や日本の現状についても、知りたいと

思ったからである。

Ｃ先生

　生徒たちが「どんな問いを見つけたのか」とても

興味を持った。他の教科にも活かされる授業だった

と感じた。自分自身も道徳の授業をみてもらった時

には、総合とどう違うのかとよく質問される。田中

先生はどうお考えですか。また、ジグゾーでの３分

×４ローテは少し速いと思う。天王寺の生徒だから

できたのか？

授業者

　道徳では、内容項目の道徳的価値について「授業

者がどう捉えるか、つまり、どのような人で、どう

いった考えを持って生きているのか」という、人と

しての勝負だと思っている。総合はもう少し自由度

が高い。ローテーションの活動時間については、事

前に一度他クラスで授業を行った後に、所属クラス

の生徒に聞いたところ、生徒たちが「時間は問題な

く、大丈夫だ」と答えてくれたので、今回もそのま

ま３分×４ローテで実施した。そういった意味で

は、附属天王寺の実態に合った時間配分であったと

思う。

Ｄ先生

　勤務校では、道徳教育と授業改善に取り組んでい

る。田中先生の授業には気づきがあり、ICTも使わ

れていて学びがあった。教科書を離れ、教材を作

られていること、先生と生徒が話す時間の割合が

５０％ずつであったこと、生徒が自分の言葉で話す

のは今までの授業の中で、対話的な学びがあったか

らだと思う。生徒の学びが、物の豊かさから心の豊

かさに移っていった。それが人間としての生き方に

つながっていくのではないか。レジリエンスについ

ても話が広がっていった。GIGAスクール構想により、

生徒一人ひとりにクロームブックが割り当てられて

いるが、生徒自らが必要な時に、各自、使っていた

のが良かった。

　その一方で、もう一工夫あれば良かった点は、ジ

グゾー活動の最後の生徒の発表の場面で、マッピン

グを写真に撮り、スクリーンに映せばよく見えたの

ではないかというところだ。

Ｅ先生

　岩手の道徳では教科書をベースにしている。先人

に学ぶ、震災関係の道徳が多い。田中先生の授業で

は、先生が深めるための問い返しの工夫があり、良

かった。生徒たちの感想を聞きたい。答えが出ない

問いに対しての議論を生徒が楽しんでいた。

授業者

　ジグゾー活動の際の机間巡視で、生徒たちに対し

て、問い返しをしていいのか、迷った。生徒の思考

を止めてしまうのではないか、と考えたからだ。生

徒の思考を深めるために、はじめの１、２ローテの

み、机間巡視の際に問い返しを行った。STEAM教育

と絡めたのは、今回は環境についてであったが、生

徒たちが環境問題について理科で習うのは、中学３

年生の１２月頃であるので、教科学習とどう関連付

けられるかが楽しみだ。

司会者

　考え議論のできる道徳が実践出来ていた。まさ

に道徳と理科という文理融合のSTEAM教育の実践で

あった。理系の設問が多いが、人と人のつながりや
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愛など、まさに融合できており、考える必然性がそ

こに存在していた。本時の道徳は、「ねらい」「教

材」「指導法」と、3 拍子揃っている。昨年度の総

合で行った平和学習をさらに深めようと、自主教材

で「平和」をテーマに道徳を実践されたことは素晴

らしく、本実践は「総合」「道徳」「STEAM」とを絡

み合わせた新たな道徳教育の実践の提案と言える。

　また、授業の展開「発問１」で、「ムヒカ大統領

は、なぜ平服でスピーチしたのか」という問いに対

して、ある生徒は、「自分が目立つ」と答えた際に、

田中先生は「なぜ？」と追質問することで、「自分

の生活で不自由なし」と、生徒が自分が考えてな

かったことを掘り起こすことをされた。その時点で

この授業は成功につながっていくだろうと確信し

た。

指導助言者

　道徳の中に地理、政治など含まれていて、驚い

た。自分自身が体験してきた授業者主体の授業とは、

全く違う形の授業であった。また、導入に昨年度の

課題であったTenstagram（自分の思い）からの導入

も良かった。さらに、ジグゾー活動では、議論を円

滑に行わせるために、グループの中に一人残るファ

シリテーターを置いていたのが良かった。

授業者

　終末では、あえて授業者でまとめないようにし

た。生徒がジグゾー活動を通して、「どんな発見が

あったのか」「どんな問いを見つけたのか」「どんな

ことを考えながら活動をしていたのか」を聞き、そ

れを共有することで、多面的・多角的な視点から

「平和」について考えを深められることを目指した。

そしてその中で、それぞれ考えるテーマは違えど、

実はつながっていることに生徒たちが自分たちで気

づけたことが良かった。生徒の頑張りに感謝したい。
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【9/20( 水 ) 実施の中間発表に使用したスライド】

学習のねらい

シベリア抑留
ポーランド孤児
ユダヤ難民

前向きに生きる姿勢
思いやりや助け合い
平和づくりへの貢献

 

未知の状況にも
対応できる

思考力・判断力・
表現力等の育成

学びを人生や社会に
生かそうとする
学びに向かう力・
人間性等の涵養

生きて働く
知識・技能の

習得

知識・技能

思考力･判断
力･表現力等

学びに向かう
力･人間性等

夕礼でのＡさんのスピーチ
幸せな気持ちが苦しい気持ちに勝っているとき平和

住野よる著『また、同じ夢をみていた。』
「あぁ今幸せだなぁって思えること」幸せ

「平和」の
納得解の発見

自分のふり返り 自分にとっての平和とは…。
「幸せであること」←曖昧で分かりにくい

多面的・多角的に
「平和」を考える
→自分なりの平和
観の発見

シベリア抑留についての学び
→原田二郎さんの話

１

２

３ ４

５

６【9/20(水)実施の中間発表に使用したスライド】 

  

  

  

  

平和について、生徒がともに
考え、議論する道徳授業

2023年９月20日（水）教育研究会 中間発表

授業者 田中 真理子

小学校での平和学習の取組み（75期生）小学校でどのような平和学習を行ったか。

教科 内容 生徒数

行事 修学旅行で広島へ行った。 16
広島・長崎での原爆投下、沖縄の陸上戦 9
戦争についてのビデオ（映画）や動画を見た（WWⅡなど） 6
戦争について，戦争の悲惨さについて学んだ。 5

行事 校外学習（ピースおおさか）で学んだ。 4
沖縄戦について調べた。（修学旅行で行く予定だったため） 3
戦争を経験した方のお話を聞いた。 2
平和が大切だと考えさせるような動画 1
戦争の歴史、平和とは何かについて考えました。 1

行事 修学旅行で先輩の疎開先へ行き先輩方を弔う。 1
戦争体験者のお話や本の読み聞かせ、レポートの作成 1
被爆者の話を聞く・すいとんの試食・語り部さんの話を聞く。 1
戦争に関する本の紹介文を書いた。 1
毎年夏休み中の8月6日に登校日が設けられ戦争について考えた。 1

道徳 道徳で学んだ。 2
「六千人の命のビザ」を読みました。 1

国語 「ちいちゃんのかげおくり」で学んだ。 1
佐々木貞子さんの白血病について学んだ。 1
杉原千畝さんについて、命のビザについて 1

総合 総合の学習の一環で他国と日本を比較（？）し、平和について学びました。 1
兵庫の阪神淡路大震災について 1

①約４割の生徒が平和学習を覚えていない。
➁平和学習は、広島・長崎・沖縄の三県の
戦争についての悲劇を教材化した学びの
傾向が強いという実態が分かった。

覚えている

６２％

覚えていない

３８％

小学校での平和学習を覚えているか

「生命力」「人間愛」「思いやり」「家族愛」
を軸にした平和学習

（令和4年9月22日～9月24日実施）

夕礼での学びの共有
～各学級の代表１名による平和についてのスピーチ～

成果と課題

約８割の生徒が、平和に対する考え
方が深まったと回答した。

深まった
８７人

変化の理由：２項目８要素の分類

①辛い中でも楽しみを見つけ、前向きに
考えることの大切さ
➁小さな平和や幸福を見つける大切さ

①自分に出来ることを考えることの大切さ
➁平和は自分たちで作るものであること。

平和に対する考え方が深まったか？

成果と課題

①知識と体験の相互作用から、主体的・対話的

な深い学びへと導くことができた。

➁「平和とは何か」という問いに対して、自分なり

の答えを持つことができた。

平和は「自ら掴むもの」であるという視点

平和についての学びを
深める道徳授業

2012年、ブラジル・リオデジャネ
イロで開催されたリオ会議(地球サ
ミット)で、南米ウルグアイのムヒカ
大統領が述べたスピーチ

①平和や幸せを掴むために必要な資
本・資源 ＜事実（現在）＞

➁平和な未来を切り拓くために、必
要なものやぶつかる壁、壁を乗り
越えるために欠かせないもの（こ
と）＜未来＞

平和について探究することで、生徒が自己
内対話を繰り返し、主体的・対話的で深い
学びに導くことができる授業を目指す。

２年生での学び

３年生での学び
（本授業）

ムヒカ大統領の生き様
↓

平和や幸せを掴むために
必要な資本や資源

平和を切り拓くために、
どんなときも歩み続ける

姿勢や態度

多面的・多角的に「平和」
について探究し、希求す

る姿勢

授業内での工夫
１ ２ ３

１ 

２ 

３ ４ 

５ 

６ 

そんな中でも平和について

探究し続けた結果、、、

【9/20(水)実施の中間発表に使用したスライド】 

  

  

  

  

平和について、生徒がともに
考え、議論する道徳授業

2023年９月20日（水）教育研究会 中間発表

授業者 田中 真理子

小学校での平和学習の取組み（75期生）小学校でどのような平和学習を行ったか。
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行事 修学旅行で広島へ行った。 16
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平和が大切だと考えさせるような動画 1
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行事 修学旅行で先輩の疎開先へ行き先輩方を弔う。 1
戦争体験者のお話や本の読み聞かせ、レポートの作成 1
被爆者の話を聞く・すいとんの試食・語り部さんの話を聞く。 1
戦争に関する本の紹介文を書いた。 1
毎年夏休み中の8月6日に登校日が設けられ戦争について考えた。 1

道徳 道徳で学んだ。 2
「六千人の命のビザ」を読みました。 1

国語 「ちいちゃんのかげおくり」で学んだ。 1
佐々木貞子さんの白血病について学んだ。 1
杉原千畝さんについて、命のビザについて 1

総合 総合の学習の一環で他国と日本を比較（？）し、平和について学びました。 1
兵庫の阪神淡路大震災について 1

①約４割の生徒が平和学習を覚えていない。
➁平和学習は、広島・長崎・沖縄の三県の
戦争についての悲劇を教材化した学びの
傾向が強いという実態が分かった。

覚えている

６２％

覚えていない

３８％

小学校での平和学習を覚えているか

「生命力」「人間愛」「思いやり」「家族愛」
を軸にした平和学習

（令和4年9月22日～9月24日実施）

夕礼での学びの共有
～各学級の代表１名による平和についてのスピーチ～

成果と課題

約８割の生徒が、平和に対する考え
方が深まったと回答した。

深まった
８７人

変化の理由：２項目８要素の分類

①辛い中でも楽しみを見つけ、前向きに
考えることの大切さ

➁小さな平和や幸福を見つける大切さ

①自分に出来ることを考えることの大切さ
➁平和は自分たちで作るものであること。

平和に対する考え方が深まったか？

成果と課題

①知識と体験の相互作用から、主体的・対話的

な深い学びへと導くことができた。

➁「平和とは何か」という問いに対して、自分なり

の答えを持つことができた。

平和は「自ら掴むもの」であるという視点

平和についての学びを
深める道徳授業

2012年、ブラジル・リオデジャネ
イロで開催されたリオ会議(地球サ
ミット)で、南米ウルグアイのムヒカ
大統領が述べたスピーチ

①平和や幸せを掴むために必要な資
本・資源 ＜事実（現在）＞

➁平和な未来を切り拓くために、必
要なものやぶつかる壁、壁を乗り
越えるために欠かせないもの（こ
と）＜未来＞

平和について探究することで、生徒が自己
内対話を繰り返し、主体的・対話的で深い
学びに導くことができる授業を目指す。

２年生での学び

３年生での学び
（本授業）

ムヒカ大統領の生き様
↓

平和や幸せを掴むために
必要な資本や資源

平和を切り拓くために、
どんなときも歩み続ける

姿勢や態度

多面的・多角的に「平和」
について探究し、希求す

る姿勢

授業内での工夫
１ ２ ３

１ 

２ 

３ ４ 

５ 

６ 

たまたま読んでいた本の一節

　に答えが見つかった。

 

未知の状況にも
対応できる

思考力・判断力・
表現力等の育成

学びを人生や社会に
生かそうとする
学びに向かう力・
人間性等の涵養

生きて働く
知識・技能の

習得

知識・技能

思考力･判断
力･表現力等

学びに向かう
力･人間性等

夕礼でのＡさんのスピーチ
幸せな気持ちが苦しい気持ちに勝っているとき平和

住野よる著『また、同じ夢をみていた。』
「あぁ今幸せだなぁって思えること」幸せ

「平和」の
納得解の発見

自分のふり返り 自分にとっての平和とは…。
「幸せであること」←曖昧で分かりにくい

シベリア抑留についての学び
→原田二郎さんの話

 

未知の状況にも
対応できる

思考力・判断力・
表現力等の育成

学びを人生や社会に
生かそうとする
学びに向かう力・
人間性等の涵養

生きて働く
知識・技能の

習得

知識・技能

思考力･判断
力･表現力等

学びに向かう
力･人間性等

夕礼でのＡさんのスピーチ
幸せな気持ちが苦しい気持ちに勝っているとき平和

住野よる著『また、同じ夢をみていた。』
「あぁ今幸せだなぁって思えること」幸せ

「平和」の
納得解の発見

シベリア抑留についての学び
→原田二郎さんの話

平和を切り拓くために、
どんなときも歩み続ける

姿勢や態度

多面的 ・多角的に
「平和」 について探究し、

希求する姿勢

ムヒカ大統領の生き様
↓

平和や幸せを掴むために
必要な資本や資源

学習のねらい

？

？？

？ ？ ？

前向きに生きる姿勢
思いやりや助け合い
平和づくりへの貢献

多面的・多角的に
「平和」を考える
→自分なりの平和
観の発見　　

シベリア抑留
ポーランド孤児
ユダヤ難民

学習のねらい
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【11/11( 土 ) 実施の教育研究会指導助言の際に使用したスライド】
【11/11(土)研究協議で使用した清谷氏作成のスライド】 
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